
令和２年度一般社団法人目黒会基本方針

少子高齢化による社会・大学の大きな変化に対応すべく、
従来の目黒会活動を基盤に、新たな方向性を確立するための
活動を展開する。

３．組織体制の再構築による委員会活動等の効率化

２．大学への支援と連携を強化する活動の推進

１．情報提供等インターネット活用した会員サービスの強化

With/Afterコロナ時代の新しい同窓会活動の模索



目黒会 組織



各委員会 委員長・副委員長
（委員会）
１． 規則： 委員長：古川浩規、 副委員長：青木実
２． 財務： 委員長：水戸和幸
３． 就職： 委員長：中村憲一、 副委員長：保澤信之
４． 組織： 委員長：竹田智彦、 副委員長：杉山光裕、陳肇文
５． 支部： 委員長：大家万明、 副委員長：今井高介
６． グループ：委員長：小柳洋、 副委員長：青木実
７． 広報： 委員長：高橋真之、 副委員長：宝槻稔
８． 学術講演：委員長：杉山光裕、 副委員長：中里明子
９． 社会貢献：委員長：水戸和幸、 副委員長：宮嵜武
（その他の委員等）
１０．同窓会賞： 中村憲一、高橋真之
１１．ホームカミングデー：水戸和幸、中里明子
１２．UEC基金： 中村憲一、小柳洋
１３．選挙管理： 江尻貞明
１４．事務局長： 森淳 （専務理事：水戸和幸）



今年度の委員会活動について
-オンライン等有効活用による新しい環境に対応した活動の新しい活動の実現‐

１．規則：新環境に向けた新しいルールの迅速な策定
２．財務：緊急コスト削減対応と、今後に向けた強固な財務体質の実現
３．就職：新環境に合わせた学生就職支援活動の計画検討と実行
４．組織：有効かつ持続的な会員増加策の検討
５．支部：新環境での支部活動の在り方検討と実施（参加者の増加と相互交流）
６．グループ：活動の維持・発展と正会員化率向上
７．広報：大学とも連携した電通大及び目黒会の認知度向上策の検討と実施
８．学術講演：オンラインの活用含めた実施方法の検討
９．社会貢献：今後の実施方向の検討
１０．事務局：活動の拠点として重要
・アウトプットを意識した効率的な活動推進
・各委員会への有効な情報提供と連携強化
・委員の自主性を尊重した活動の活性化



今年度の課題と支部へのお願い
１．今年度の特殊課題
(1)新型コロナ環境下での活動方法：感染防止対策、リモート運用他
(2)財政面の課題：就職支援活動休止による収入減とコスト管理
・事務局員の削減によるサービスの優先付けと効率化
・理事等の出張の削減（国内、海外）に伴う活動の維持

２．新しい活動
(1)大学の知名度と目黒会の認知度の向上：大学広報との連携、産学連携等
(2)正会員増加活動の強化：会員専任担当設置
(3)デジタル化の推進：広報、理事会・委員会、就職支援等
(4)社会的成功を修めた同窓生のネットワークによる学生支援

３．支部へのお願い
(1)新型コロナ環境下での新しい形の支部活動の創造
(2)お近くの同窓生を同窓会にお誘いください
(3)会報への寄稿など、本部活動へのご支援
(4)会費納入、寄付のご協力をお願いします



会費納入のお願い

会報誌同封の振り込み用紙や、ネットのPayPalをご利用下さい

会費切れに
ご注意！



本年度もよろしくお願い致します
[支部活動助成金をお渡しします]


